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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

第
28
回
横
浜
解
放
ま
つ
り

　
横
浜
解
放
ま
つ
り
が
１
月

２８
日（
土
）、

佐
賀
町
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２８

回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
解
放
運
動
の
熱
と
光
を
未
来
へ
」。

午
前
中
に
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

の
川
口
泰
司
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が
行

わ
れ
、
午
後
は
小
・
中
学
生
に
よ
る
発

表
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
学
生
時
代
か
ら
人

権
問
題
に
向
き
合
っ
て
き
た
川
口
さ
ん

が
、「
寝
た
子
は
ネ
ッ
ト
で
起
こ
さ
れ
る
！

〜
部
落
差
別
は
今
〜
」
と
題
し
、
日
々

変
化
す
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
課
題
を
中
心
に
熱
く
語

り
ま
し
た
。
　

 
川
口
さ
ん
は
、
自
身
の
体
験
を
交
え

な
が
ら
「
差
別
は
誰
を
不
幸
に
し
て
い

る
の
か
。
そ
れ
は
、
差
別
さ
れ
る
側
で

は
な
く
、
差
別
を
す
る
人
た
ち
を
不
幸
・

不
自
由
に
す
る
も
の
だ
」
と
、
そ
の
実

態
を
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
佐
賀
保
育
所
の
園
児
た
ち

に
よ
る
歌
と
太
鼓
の
発
表
が
あ
り
、
午

前
の
部
は
終
了
。
第
２
部
と
な
る
午
後

か
ら
は
、
佐
賀
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
、
人
権
作
文
と
人
権
劇
・
解
放

劇
の
発
表
、
ま
た
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
〜
Ｎ
Ａ
Ｂ

Ｕ
Ｒ
Ａ
〜
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
や
Ｈ

ｏ
Ｂ
ｙ
ｅ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
、
実
行
委
員
長
の

川
闢
健
太
郎
さ
ん
は
、「
人
権
の
尊
重

が
平
和
の
基
礎
で
あ
る
が
、
現
実
は
違

う
。
人
権
教
育
の
推
進
を
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」
と
差
別
に
対
す
る
疑
問
、

そ
し
て
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
昨
年

１２
月
に
は
「
部
落
差
別
解
消
推

進
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
川
闢
さ
ん
や
講
師
を
務
め
た

川
口
さ
ん
は
「
人
権
問
題
に
と
っ
て
大

き
な
一
歩
」
と
話
し
ま
し
た
。
大
小
で

は
な
く
、
こ
の
ま
つ
り
が
町
民
に
と
っ

て
「
新
た
な
一
歩
」
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
大
方
人
権
ま
つ
り
が
２
月
４
日（
土
）、

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
の
部
で
は
、
各
団
体
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
午
後
の
部
で
は

弓
削
田
健
介
さ
ん
と
比
留
間
光
悦
さ
ん

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
方
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

で
全
体
の
幕
が
開
け
、
人
権
問
題
に
関

す
る
発
表
が
順
番
に
あ
り
ま
し
た
。
小
・

中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
や
、
町
職
員

労
働
組
合
部
落
解
放
研
究
部
に
よ
る
世

界
津
波
の
日 

高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
「
黒
潮
宣
言
」
の
朗
読
、
大

方
中
央
保
育
所
の
園
児
に
よ
る
歌
と
太

鼓
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浜

松
解
放
子
ど
も
会
小
学
部
に
よ
る
「
な

い
た
あ
か
お
に
」「
み
な
と
の
で
き
る

ま
で
」
の
演
劇
や
、
同
会
中
学
部
の
活

動
紹
介
な
ど
も
あ
り
、
大
方
地
区
の
若

い
世
代
に
よ
る
人
権
問
題
へ
の
取
組
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
保
育

所
・
小
中
学
校
の
教
職
員
ら
に
よ
る
歌

の
披
露
や
、
黒
潮
町
出
身
で
生
涯
人
権

問
題
に
尽
力
し
た
「
お
ら
ん
く
の
先
人 

村
越
末
男
さ
ん
」
の
紹
介
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、「
い
の
ち
と
夢
の

コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題
し
、
全
国
を
旅
し

な
が
ら
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る
弓
削

田
健
介
さ
ん
と
比
留
間
光
悦
さ
ん
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
弓
削
田
さ
ん
、
比
留
間

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
で
演
奏
を
し
た
り
、
後

半
は
２
人
で
一
緒
に
演
奏
を
し
ま
し
た
。

「
糸
」
な
ど
全

１４
曲
の
演
奏
、
ま
た
比

留
間
さ
ん
が
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
披
露
す

る
と
会
場
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
観
客
か
ら
の
手
拍
子
も
あ
り
、
和

や
か
な
雰
囲
気
で
コ
ン
サ
ー
ト
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

中学生による人権劇

「みんなともだち」などを披露

講演をする川口泰司さん

SHIN～NABURA～の演奏

中央保育所の園児による発表

比留間さんによる演奏

「ないたあかおに」

教職員による「365日の紙飛行機」

2
0
1
7
大
方
人
権
ま
つ
り

ゆ

げ

た

ひ

る

ま

こ
う

え
つ


